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シリーズ⑲

こ の

旬 間
しゅん かん 　11月７日に中心商店街で再エネ☆フェス！（小国エネルギーの地

産地消を考える会主催）が開催され、様々な種類のペレットストー
ブの展示やイベントなどが行われました。会場の中では黄色い風
船が大きなかごに結ばれており、子どもたちがそこに入って、まる
で気球に乗っているかのように遊んでいました。日が短く肌寒い
日。でも、太陽のように明るい子どもたちの声が響いていました。

～ふうわり風船～
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町
で
は
、「
人
と
自
然
が
織
り
な

す　

や
さ
し
い
暮
ら
し
が
あ
る
ま

ち
“
白
い
森
の
国
”
お
ぐ
に
」
を

将
来
像
と
す
る
第
４
次
小
国
町
総

合
計
画
基
本
構
想
（
平
成
21
年
度

～
平
成
30
年
度
）
及
び
後
期
基
本

計
画
（
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年

度
）
に
基
づ
い
て
、
総
合
的
、
計

画
的
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
基
本
構
想
及
び
基
本

計
画
で
掲
げ
た
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
目
標
や
施
策
展
開
の
方
向
は
、

国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
の
基
本
的
な
考
え

方
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、「
小
国
町

地
域
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
「
総

合
戦
略
」）
に
お
い
て
も
、
こ
れ
を

基
本
と
し
、
人
口
減
少
の
抑
制
と

あ
わ
せ
、
将
来
像
や
基
本
目
標
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
策
定
に
あ
た
っ
て

は
、
こ
れ
ま
で
の
人
口
動
態
の
分

析
を
行
う
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
る
幅
広
い
意
見
を
集
約

す
る
た
め
、
住
民
意
識
調
査
（
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
）
や
、
各
分
野
の

住
民
の
議
論
の
場
と
し
て
策
定
懇

話
会
を
開
催
し
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
27
年
度
か
ら

平
成
31
年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し

　国では、急速な少子高齢化の進行に的確に対応し、人口の減少に歯止めをか
けるとともに、東京圏への人口の過度の集中を是正し、それぞれの地域で住みよ
い環境を確保して、将来にわたって活力ある日本社会を維持していくことが喫緊
の課題ととらえています。そのため国は、昨年12月に「まち・ひと・しごと創
生長期ビジョン」及び「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定し、国と地方
が一体となってこうした課題に対応し、地方創生を推進していくこととしていま
す。そのため、地方においても地方版総合戦略の策定が求められており、町でも
10月29日に「小国町人口ビジョン」及び「小国町地域創生総合戦略」を策定し
ました。今月は、「小国町人口ビジョン」の概略と、策定にあたって実施した住
民意識調査や懇話会の概論についてお知らせします。

白い森の国“おぐに ”

～小国町地域創生総合戦略を策定しました～

幸せづくりプラン
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て
お
り
、そ
の
間
、町
は
町
民
各
界
、

各
層
代
表
や
外
部
有
識
者
と
と
も

に
、
随
時
そ
の
検
証
と
見
直
し
を

図
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
５
年
後

の
政
策
目
標
を
設
定
し
、
そ
の
実

現
に
向
け
て
施
策
ご
と
の
客
観
的

な
重
要
業
績
評
価
指
数
を
定
め
る

こ
と
で
、
実
施
す
る
施
策
・
事
業

の
効
果
が
明
確
な
数
値
と
し
て
表

さ
れ
ま
す
。

し
ご
と
創
生
」
の
各
種
対
策
の
成

果
に
よ
る
自
然
動
態
の
見
込
み
と

社
会
動
態
の
改
善
に
向
け
た
施
策

展
開
に
よ
る
効
果
を
含
め
て
推
計

し
ま
し
た
。

〈
町
の
人
口
動
向
分
析
〉

　

町
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
に

１
万
８
３
６
６
人
ま
で
増
加
し
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
、

平
成
17
年
に
は
９
７
４
２
人
と

１
万
人
を
割
り
込
み
ま
し
た
。
昭
和

50
年
頃
か
ら
は
一
貫
し
て
１
０
０

人
前
後
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

生
産
年
齢
人
口（
15
～
64
歳
）は
、

の
方
向
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ

の
た
め
に
は
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

様
々
な
分
野
に
わ
た
る
総
合
的
な

取
組
を
長
期
的
・
継
続
的
に
実
施

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
合
計
特
殊
出

生
率
（
１
人
の
女
性
が
一
生
の
間

に
産
む
子
供
の
人
数
）
の
向
上
を

図
り
、
２
０
４
０
年
（
平
成
52
年
）

ま
で
に
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
将

来
の
人
口
が
維
持
で
き
る
と
さ
れ

る
２
・
０
７
ま
で
回
復
す
る
こ
と
で

総
人
口
１
億
人
程
度
を
確
保
す
る
、

と
い
う
将
来
推
計
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
、
こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン

を
勘
案
し
つ
つ
、
本
町
に
お
け
る

人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
今
後
目

指
す
べ
き
将
来
の
方
向
と
人
口
の

将
来
展
望
を
提
示
し
た
「
小
国
町

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
、
総
合
戦
略

と
併
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。
な
お
、

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
国
立
社
会

保
障
・
人
口
問
題
研
究
所（
以
下「
社

人
研
」）の
推
計
方
法
を
基
本
と
し
、

今
後
実
施
す
る
「
ま
ち
・
ひ
と
・

  

人
口
ビ
ジ
ョ
ン　

人
口
の
将
来
展
望
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図２　町の年齢３区分別人口の推移 資料：国勢調査

図１　総合戦略の基本方針

小国町地域創生総合戦略　＜基本方針＞
　山の暮らし伝承創造機構による取り組みを通じ、地域
の「誇り」と「魅力」を再興し、協働、交流、連携に基
づく地域づくりを推進する　～知恵と技の伝承による新
しい地域創生プラットフォームの構築～

国のまち・ひと・しごと創生総合戦略
＜政策５原則＞
　自律性 ・将来性・地域性・直接性・結果重視
＜４つの基本目標＞
　①地方における安定した雇用を創出する
　②地方への新しい人の流れを創る
　③若い世代の結婚・出産・子育ての希望を叶える
　④時代にあった地域を創り、安心な暮らしを守る
　　とともに地域と地域を連携する

小国町第４次小国町総合計画　＜４つの基本目標＞
①地域を支える「人」の減少と少子高齢化の進行への対応
②地域産業の活力向上への取り組みと時期を捉えた戦略的
　な産業おこし
③あらゆる世代にとっての「住みよさ」の徹底的な追求
④都市部の利便性とは異なる「豊かなくらし」の提案と発信

〈
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
〉

　

国
で
は
、
人
口
の
現
状
と
将
来

の
姿
を
示
し
、
人
口
問
題
に
関
す

る
国
民
の
認
識
を
共
有
す
る
た
め
、

長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

将
来
に
わ
た
っ
て
「
活
力
あ
る
日

本
社
会
」
を
維
持
す
る
こ
と
こ
そ

が
、
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
将
来
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特集　白い森の国 “ おぐに ” 幸せづくりプラン～小国町地域創生総合戦略を策定しました～

　

住
民
意
識
調
査
で
は
、
将
来
の

地
域
づ
く
り
に
向
け
て
幅
広
い
世

代
の
意
見
を
把
握
し
、
総
合
戦
略

昭
和
40
年
ま
で
は
１
万
人
を
超
え

て
い
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
に
は

４
８
１
６
人
と
半
数
を
下
回
っ
て

い
ま
す
。
一
方
、
老
年
人
口
（
65

歳
以
上
）
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、

平
成
２
年
に
は
年
少
人
口
（
０
～

14
歳
）
と
逆
転
し
、
平
成
17
年
に

は
３
０
０
０
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

自
然
動
態
（
出
生
数
）
に
つ
い

て
は
、
記
録
の
あ
る
昭
和
60
年
以

降
、
合
計
特
殊
出
生
率
が
山
形
県

及
び
全
国
の
数
値
よ
り
高
く
、
出

生
率
（
人
口
１
０
０
０
人
あ
た
り

の
出
生
数
）
が
低
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。
合
計
特
殊
出
生
率
が
高
い

に
も
関
わ
ら
ず
出
生
率
が
低
い
こ

と
か
ら
、
合
計
特
殊
出
生
率
を
算

出
す
る
際
の
母
数
と
な
る
15
～
49

歳
女
性
人
口
の
減
少
が
大
き
い
こ

と
が
示
唆
さ
れ
ま
す
。

　

社
会
動
態
（
転
入
・
転
出
）
は

県
内
へ
の
異
動
が
最
も
多
く
、
次

い
で
隣
接
す
る
新
潟
県
と
の
間
の

異
動
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
昭

和
60
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
の
国

勢
調
査
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
10
～

24
歳
の
転
出
と
25
～
29
歳
の
転
入

が
顕
著
で
あ
り
、
こ
れ
は
進
学
や

就
職
に
よ
る
転
出
と
大
学
等
の
卒

業
者
が
帰
郷
し
た
こ
と
に
よ
る
も

を
創
出
す
る
こ
と
に
よ
る
人
口
流

出
の
抑
制
、
集
落
同
士
の
協
働
や

外
部
人
材
と
の
交
流
な
ど
連
携
に

よ
っ
て
支
え
あ
う
し
く
み
の
構
築

な
ど
を
行
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

社
人
研
が
推
計
し
た
将
来
人
口

は
、
平
成
52
年
に
は
５
１
１
７
人

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
が
、
地
方
創
生
の
取
り
組
み
を

着
実
に
実
行
し
て
い
く
こ
と
に
よ

る
推
計
で
は
６
２
２
０
人
と
見
込

ん
で
い
ま
す
。
今
後
の
人
口
減
少

は
と
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
人

口
減
少
を
で
き
る
だ
け
鈍
化
さ
せ
、

若
い
人
た
ち
の
割
合
を
増
や
す
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
小
国
町
に
住
所
を
お
く

人
ば
か
り
で
な
く
、
町
外
か
ら
の

通
勤
者
や
通
学
者
、本
町
を
フ
ィ
ー

ル
ド
と
し
て
活
動
す
る
大
学
生
、

あ
る
い
は
ふ
る
さ
と
納
税
で
支
援

の
で
す
。
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
割
合
は

年
々
低
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

雇
用
状
況
で
は
、
第
１
次
か
ら

第
３
次
ま
で
の
各
産
業
と
も
就
業

者
数
が
減
少
す
る
な
か
で
、
産
業

別
構
成
比
を
み
る
と
昭
和
55
年
に

２
５
・
５
％
を
占
め
て
い
た
第
１
次

産
業
が
平
成
22
年
に
は
７
％
に
ま

で
減
少
し
て
お
り
、
就
業
構
造
が

大
き
く
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
ま
た
、
就
業
者
の
年

齢
構
成
を
み
る
と
、
農
業
・
林
業

は
５
割
以
上
を
60
歳
以
上
が
占
め
、

製
造
業
や
医
療
・
福
祉
で
は
40
代

ま
で
の
比
較
的
若
い
世
代
が
５
割

以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

〈
人
口
の
将
来
展
望
〉

　

全
国
調
査
に
よ
れ
ば
、
東
京
在

住
者
の
40
％
が
「
地
方
へ
の
移
住

を
検
討
し
て
い
る
」
ま
た
は
「
今

後
検
討
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る

と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
本
町
が
進
め
て
き
た
、
自
然
の

恵
み
と
人
の
和
に
あ
ふ
れ
た
「
豊

か
な
暮
ら
し
」
を
積
極
的
に
発
信

し
、
都
市
部
の
人
々
の
移
住
の
受

け
皿
と
な
る
こ
と
で
、
人
口
流
入

を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
出
産
・
子
育
て
環

境
の
さ
ら
な
る
向
上
、
雇
用
の
場

し
て
く
だ
さ
る
か
た
な
ど
、
多
く

の
方
々
が
本
町
に
来
訪
、
交
流
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
協
働
人
口

を
増
や
す
こ
と
で
定
住
人
口
の
減

少
に
よ
る
影
響
を
補
い
、
活
気
と

魅
力
が
あ
ふ
れ
る
持
続
可
能
な
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

の
策
定
に
反
映
す
る
た
め
、
中
学

生
以
上
の
全
町
民
を
対
象
と
し
た

意
識
調
査
を
６
月
に
実
施
し
ま
し

図３　人口の将来展望
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強
と
あ
ま
り
多
く
な
い
こ
と
か

ら
、
生
活
環
境
へ
の
不
満
と
い
う

よ
り
は
、
働
く
場
が
な
い
こ
と
の

方
が
定
住
を
考
え
る
際
の
問
題
点

で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

た
。
ま
た
、
人
口
減
少
・
高
齢
化

が
進
む
中
で
地
域
の
活
力
を
取
り

戻
す
た
め
に
は
、
町
外
か
ら
見
た

町
の
姿
を
把
握
し
、
対
策
を
講
じ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
国

町
出
身
者
の
一
部
の
か
た
に
も
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
在
住
の
一
般
町
民
（
18
歳

以
上
）
の
対
象
者
６
９
０
７
人

の
う
ち
回
収
票
数
５
３
７
７
票

（
７
７
・
９
％
）、
中
学
生
・
高
校

生
に
つ
い
て
は
対
象
者
４
７
２

人
の
う
ち
回
収
票
数
３
１
６
票

（
６
９
・
９
％
）
で
し
た
。
町
出
身

者
は
対
象
者
３
４
９
人
の
う
ち
回

収
票
数
２
０
８
票
（
６
０
・
０
％
）

で
し
た
。　

町
の
イ
メ
ー
ジ
調
査

で
は
、
豊
か
な
森
林
や
水
資
源
と

そ
れ
ら
が
創
り
だ
す
四
季
折
々
の

美
し
い
景
観
は
、
す
べ
て
の
世
代

か
ら
町
の
魅
力
と
し
て
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
特
に
町
出
身
者
の

評
価
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一

方
、
冬
季
の
積
雪
の
多
さ
に
対
し

て
は
町
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
と
評
価

す
る
人
が
多
く
、
冬
季
の
雪
下
ろ

し
や
雪
か
き
が
大
変
、
と
い
う
声

が
６
割
に
上
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ふ
だ
ん
の
生
活
で
困
っ

て
い
る
問
題
と
し
て
、
雪
か
き
の

な
い
企
業
へ
の
就
職
や
仕
事
に
就

き
た
い
か
ら
」
が
理
由
に
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、「
小
国

は
暮
ら
し
や
す
く
な
い
か
ら
」
と

い
う
理
由
を
挙
げ
た
割
合
は
１
割
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大
変
さ
と
買
い
物
の
不
便
さ
、
若

者
の
Ｕ
タ
ー
ン
が
進
ま
な
い
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
、
特
に
50
代
以
上
で

は
、
高
齢
化
に
よ
り
集
落
活
動
や

共
同
作
業
が
困
難
、
と
の
声
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

暮
ら
し
や
す
く
し
て
い
く
た
め

に
力
を
い
れ
る
べ
き
こ
と
と
し
て

は
、「
地
域
産
業
の
振
興
と
雇
用

の
場
の
創
出
」
と
「
私
道
の
除
雪

や
屋
根
の
雪
下
ろ
し
等
へ
の
支
援

の
充
実
」、「
子
育
て
支
援
」、「
都

市
部
の
若
者
や
リ
タ
イ
ア
世
代
の

移
住
促
進
」
と
の
回
答
が
全
体
に

多
く
、
総
合
戦
略
の
柱
と
な
る
基

本
の
政
策
と
同
様
の
認
識
を
住
民

が
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

　

中
学
生
・
高
校
生
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
町
へ
の
愛
着
度
に

つ
い
て
は
、「
と
て
も
愛
着
を
感

じ
る
」
と
「
や
や
愛
着
を
感
じ
る
」

を
合
わ
せ
る
と
７
割
を
超
え
て
お

り
、
18
歳
以
上
の
町
民
よ
り
割
合

が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
将
来

の
居
住
場
所
は
７
割
が
町
外
を
希

望
し
て
い
ま
す
。
こ
の
背
景
と
し

て
、「
小
国
町
で
は
働
く
と
こ
ろ

が
少
な
い
か
ら
」
や
、「
遊
ぶ
と

こ
ろ
が
少
な
い
か
ら
」、「
町
に
は
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図４　町への愛着

図５　将来就きたい職業（中学生・高校生）



広報おぐに　2015.12

6

的
な
発
展
支
援
、
森
林
資
源
の
さ

ら
な
る
活
用
と
第
一
次
産
業
の
高

度
化
、
各
分
野
の
連
携
に
よ
る
山

菜
の
販
売
ル
ー
ト
の
開
拓
な
ど
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

働
き
た
い
が
希
望
職
種
が
無
く
町

を
出
て
い
く
人
が
多
い
な
か
、「
こ

の
町
に
住
み
た
い
か
ら
仕
事
を
創

る
」
と
い
う
発
想
が
必
要
で
は
な

４つの部会と座長
①雇用創出部会
　座長：山形銀行㈱小国支店長
　　　　布施和宏氏
②人の流れ創造部会
　座長：新潟県立大学国際地域学部教授 
　　　　山中知彦氏
③結婚・出産・子育て部会
　座長：㈲地域環境デザイン研究所所長
　　　　宮原博通氏
④地域創造・暮らし安心部会
　座長：法政大学現代福祉学部教授
　　　　図司直也氏

　

町
民
か
ら
の
幅
広
い
意
見
を
集

約
し
て
総
合
戦
略
に
反
映
さ
せ
る

た
め
、
町
内
の
農
業
や
商
工
業
、

さ
ら
に
は
小
国
高
校
生
、
福
祉
施

設
、
地
域
振
興
協
議
会
な
ど
、
各

分
野
と
各
世
代
の
20
人
の
町
民
か

ら
な
る
「
総
合
戦
略
策
定
懇
話
会
」

を
設
置
し
、
延
べ
13
回
に
渡
り
意

見
を
交
換
し
ま
し
た
。
懇
話
会
の

構
成
は
国
の
総
合
戦
略
の
基
本
目

標
に
沿
っ
て
４
つ
の
部
会
に
分
け
、

各
部
会
、
座
長
１
人
と
町
民
５
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①
雇
用
創
出
部
会

　

ど
の
よ
う
な
こ
と
で
雇
用
を
創

出
で
き
る
か
具
体
的
に
整
理
し
、

そ
の
う
ち
実
現
可
能
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
、
既
存
産
業
の
継
続

　高校１年生で参加した「聞き書き甲子園」で、
伝統の継承や過疎地域の問題を学びました。このと
き考えたことを今回の会議で発言できて良かったで
す。
　これまでに学校でも地域のことを学んできました
が、実際は若い人にとっては、この町は家があると
いうだけの場所であって、地域の良さや地域が抱え
る問題を本当に感じ取れている人は少ないと思いま
す。私は、この懇話会を通じて自分の意識が変わり
ました。同じように、私たちと同じ世代の人の意
識がもっと変わって、皆で考えるようになったら、
この町はもっと良くなると思います。

　　これまで大人のかたと話をする機会
がなく、初めは自分の意見を否定され
るかもしれないと思っていましたが、
他の参加者のかたが自分の意見に共感
して取り入れてくれたことで緊張感が
ほぐれ、自信にもなり、楽しく参加す
ることができました。
　自分とは違う多くの人の意見を聞く
ことができ、大変勉強になりました。
今回話し合ったことをどうやって生か
していったら良いかを考え、自分も小
国町のために役立っていきたいです。

  中学校の頃、小国町に貢献するにはど
うしたら良いかという学習の中で「小国
に住み続けますか」という質問をされ、
大半の人が「住み続けない」と答えてい
ました。このときにみんなから出た意見
や自分の想いを、今回の懇話会で伝える
ことができて良かったです。
　この町の良さは人との繋がりの深さ
だと思っていて、それが嫌だと感じる
ところでもありますし、刺激にもなる
と思っています。
　今後は県外の大学で学び、仕事に就

　　　　　　　　　　くとき、また小国に戻って来たいです。

　他の参加者の話から、自分が知らない小国の魅
力を知ることができました。
　懇話会の中でレポートの発表をしたのですが、
自分と違う意見を聞いたり、それぞれの流れの作
り方があって、とても勉強になりました。自分の
未熟さを感じるとともに、もっと成長しなければ
ならないと思いました。
　これまで学校で町のことを話す機会がなかった
のですが、今回、町のことを考えるきっかけにな
りましたし、進路の方向性を考えることにもつな
がりました。

結婚・出産・子育て部会委員
舟山 咲さん（若山）

人の流れ創造部会委員
舟山 玲奈さん（小玉川）

人の流れ創造部会委員
佐藤 大雅くん（岩井沢）

結婚・出産・子育て部会委員
金 歩夢くん（新屋敷）

委員として参加した小国高校２年生のみなさん

特集　白い森の国 “ おぐに ” 幸せづくりプラン～小国町地域創生総合戦略を策定しました～

  

総
合
戦
略
策
定
懇
話
会
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　 町 の か た が、 私
の予想以上に深く考
えてくれました。そ
れぞれ自分たちの経
験が生かされる参加
の仕方だったのでは
ないかと思います。
そういう町民のかた
が、今回の懇話会だ
けでなく、これから
も意見を言えるよう
に、町として受け入
れ体制を作っていた
だきたいです。
　また、参加してく

れた高校生については、どこにでもいるような
優等生ではなく、それぞれ個性を持っていて、
様々なアイディアを出してくれました。言われ
たから参加するというより、他の委員の話が面
白くて参加していたのではないかと思います。
　最終的には町民のかたが結論を出してくれ
ましたが、町内で活動している団体をつない
で、サポートするしくみを町で作ってもらいた
いと考えています。

　 私 は こ の 町 が 好
きです。家族がいる
ことはもちろん、小
国の人と人の近さが
安心できますし、小
さい頃から自然の中
で遊ぶことが大好き
だったので、町を離
れたくありません。
アンケート結果で、
自分が想像していた
よりも多くの若いか
たが小国を好きでい
てくれて、でも働く
場がなく出て行かざ

るをえないことが分かりました。その方々の
要望に応えられる町ではないことが残念に思
いました。
　普段会うことのない他の職業のかたと触れ
合い、それぞれの目線での話が聞けたことが
とても新鮮でした。それぞれが思っているこ
とがあっても、それを話す機会がありません
でした。今回私たちが出した案を、これから
のまちづくりに役立ててほしいです。

人の流れ創造部会座長
山中  知彦  氏

（新潟県立大学国際地域学部教授）

雇用創出部会委員
齋藤 美穂さん（石滝）

（クアーズテック㈱小国事業所）

　

住
民
意
識
調
査
や
懇
話
会
で
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
課
題
や
意
見

を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
小
国
創
生

の
方
向
や
取
り
組
む
べ
き
施
策
を

整
理
し
、
小
国
町
地
域
創
生
総
合

戦
略
を
策
定
し
ま
し
た
。
平
成
31

年
ま
で
の
間
、
総
合
戦
略
に
基
づ

い
た
事
業
を
着
実
に
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

総
合
戦
略
の
具
体
的
な
内
容
は
、

広
報
お
ぐ
に
１
月
号
か
ら
、シ
リ
ー

ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

い
か
と
い
う
意
見
が
出
ま
し
た
。

②
人
の
流
れ
創
造
部
会

　

委
員
の
小
国
に
対
す
る
想
い
や

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
に
つ
い
て

話
し
合
っ
た
後
、
各
委
員
か
ら
、
天

然
か
き
氷
、
町
営
バ
ス
の
待
ち
時

間
を
利
用
し
た
交
流
、
イ
ベ
ン
ト

団
体
の
架
け
橋
に
な
る
団
体
の
設

立
な
ど
の
提
案
を
持
ち
寄
り
、
実

現
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し

た
。今
住
ん
で
い
る
住
民
が
、Ｕ
タ
ー

ン
希
望
者
や
小
国
の
フ
ァ
ン
な
ど

の
人
の
流
れ
を
作
る
コ
ア
に
な
る

仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
し
、「
住
ん
で
い
る
人
が
活

動
し
て
い
な
い
町
に
魅
力
は
な
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
ま
し
た
。

③
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
部
会

　

人
口
減
少
や
県
の
動
向
な
ど
の

現
状
か
ら
委
員
の
思
い
と
具
体
案

を
書
き
出
し
ま
し
た
。
こ
の
町
で

結
婚
・
出
産
・
子
育
て
を
す
る
に
は
、

住
ん
で
み
た
い
、
訪
ね
て
み
た
い

町
に
な
る
必
要
が
あ
り
、「
小
国
に

暮
ら
す
人
が
心
身
と
も
に
元
気
で

笑
い
声
が
聞
こ
え
る
町
」
に
す
る

こ
と
が
最
も
説
得
力
を
持
つ
と
し

た
う
え
で
、
４
つ
の
部
会
の
内
容

が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
重
な
り
合
い
実

践
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
ま
し
た
。

④
地
域
創
造
・
暮
ら
し
安
心
部
会

　

10
年
後
の
自
分
の
暮
ら
し
を
想

像
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
ふ
ま

え
て
討
議
を
重
ね
る
中
で
、
医
療
・

出
産
・
防
災
な
ど
町
だ
け
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
の
広
域
連
携
や
、

若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
の
確
保
な
ど
の
課
題
を
抽
出
し

ま
し
た
。「
町
を
形
成
し
て
い
く
若

者
が
未
来
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

展
開
こ
そ
が
、
本
当
の
意
味
で
の

地
域
と
暮
ら
し
を
作
り
上
げ
て
い

く
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
」
と
ま
と

め
ま
し
た
。

特集　白い森の国 “ おぐに ” 幸せづくりプラン～小国町地域創生総合戦略を策定しました～
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未
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小
池　

克
敏　

氏
（
白
子
沢
）

　

平
成
15
年
以
来
３
期
11
年
７
カ

月
の
永
き
に
わ
た
り
山
形
県
議
会

議
員
と
し
て
地
方
自
治
の
確
立
に

尽
力
さ
れ
、
町
行
政
の
発
展
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

■
功
労
表
彰

　

井
上　

邦
彦　

氏
（
北
）

　

昭
和
50
年
に
飯
豊
朝
日
山
岳
遭

難
救
助
隊
に
入
隊
後
、
平
成
18
年

か
ら
は
遭
難
救
助
隊
長
に
就
任

し
、
卓
越
し
た
知
見
と
豊
富
な
経

験
を
も
っ
て
登
山
者
の
人
命
救
助

に
尽
力
さ
れ
る
と
共
に
、
遭
難
防

止
活
動
を
推
進
し
、
安
全
登
山
の

普
及
啓
発
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
国
町
商
工
会
女
性
部（
小
国
町
）

　

昭
和
61
年
の
設
立
以
来
、
30
年

間
の
永
き
に
わ
た
り
町
内
美
化
活

動
を
積
極
的
に
展
開
さ
れ
、
都
市

公
園
な
ど
の
花
壇
の
植
栽
、
プ
ラ

ン
タ
ー
や
フ
ラ
ワ
ー
ス
タ
ン
ド
の

設
置
な
ど
、
中
心
市
街
地
の
安
ら

ぎ
の
あ
る
景
観
づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

■
永
年
勤
続
表
彰

駐
在
員
（
10
年
以
上
）

　

伊
藤　

義
則　

氏
（
河
原
角
）

　

嶋
貫　

三
代
男　

氏（
市
野
沢
）

　

川
村　

𠮷
弥　

氏
（
百
子
沢
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員（
12
年
以
上
）

　

後
藤　

美
代
子　

氏
（
松
岡
）

　
平
成
27
年
度

　
文
化
の
日
表
彰
式

　
平
成
27
年
度

　
文
化
の
日
表
彰
式

　

長
井
税
務
署（
斎
藤
正
昭
署
長
）

の
税
に
関
す
る
表
彰
式
が
、
11
月

12
日
に
小
国
中
学
校
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
表
彰

で
、
小
国
中
学
校
２
年
の
大
澤
眞

子
さ
ん
（
小
国
町
）
が
山
形
県
納

税
推
進
協
議
会
長
賞
、
同
１
年
の

髙
橋
平
太
く
ん
（
東
原
）
が
小
国

町
長
賞
を
受
賞
し
、
表
彰
状
と
記

念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

  

税
に
関
す
る
表
彰
式

　

小
国
町
文
化
の
日
表
彰
式
を
11
月
３
日
、
お
ぐ

に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
本
町
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
６
人
、
１
団
体
を
表
彰
し
ま

し
た
。
表
彰
内
容
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

小
国
町
文
化
の
日
表
彰
式
を
11
月
３
日
、
お
ぐ

に
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
本
町
の
振
興

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
６
人
、
１
団
体
を
表
彰
し
ま

し
た
。
表
彰
内
容
と
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

文
化
の
日
表
彰

功
績
章
表
彰
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ま
つ
り

　

盛
田
信
明

～町長室便り～
雨ニモマケズ㊱

ま
す
。
今
後
は
、春
の
石
楠
花
ま
つ
り
、

熊
ま
つ
り
、
夏
ま
つ
り
と
共
に
、
四

季
折
々
の
ま
つ
り
を
本
町
の
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
定
着
さ
せ
、
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ん
と
一
体
と
な
っ

て
、
小
国
の
宝
を
活
か
し
た
地
域
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

一
層
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
町
の
秋
は
、
飯
豊
、
朝
日
の
連
山

の
錦
織
な
す
紅
葉
が
鮮
や
か
で
、
自
然

が
輝
く
最
も
美
し
い
季
節
で
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
秋
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

芸
術
の
秋
、
そ
し
て
実
り
の
秋
で
も
あ

り
ま
す
。
例
年
こ
の
時
期
に
は
文
化
祭

を
開
催
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年
か

ら
は
、
内
容
を
充
実
し
、「
み
ん
な
で

染
め
る
、
秋
の
小
国　

白
い
森
芸
術

祭
」
と
し
て
、
10
月
17
日
か
ら
11
月
23

日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。
芸
術
文
化
活

動
を
し
て
い
る
個
人
や
団
体
の
皆
さ

ん
の
発
表
、
展
示
な
ど
、
歌
あ
り
踊

り
あ
り
演
奏
あ
り
の
多
彩
な
内
容
で
、

11
月
23
日
に
は
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾

る
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
奥
田
政
行
氏
の

文
化
講
演
会
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
江
戸
末
期
か
ら
伝
わ
る
古

田
歌
舞
伎
は
、
花
道
を
備
え
た
新
小

国
小
学
校
体
育
館
の
特
設
舞
台
で
感

動
的
な
素
晴
ら
し
い
演
技
で
観
衆
を

魅
了
し
ま
し
た
。

　

ま
た
こ
の
間
、
紅
葉
ジ
ョ
ギ
ン
グ

大
会
、
黒
沢
峠
コ
ネ
ク
ト
音
楽
祭
、

黒
沢
峠
ま
つ
り
、
自
然
の
恵
み
大
感

謝
祭
、
鍋
ま
つ
り
な
ど
多
彩
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
多

く
の
方
々
に
来
町
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
町
に
は
、
素
晴
ら
し
い
自
然
や
食
、

伝
統
文
化
な
ど
の
地
域
資
源
が
あ
り

   
小
野   

精
一  

さ
ん

  

旭
日
双
光
章
を
受
賞　

 

山
口  

英
彦  

さ
ん

  

旭
日
単
光
章
を
受
賞　

　

前
町
長
の
小
野
精
一
さ
ん（
新
股
）が
、

旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
小

野
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
に
町
に
奉
職
さ

れ
、
小
国
町
助
役
を
経
て
、
平
成
12
年

か
ら
３
期
12
年
に
わ
た
り
小
国
町
長
と

し
て
本
町
の
振
興
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
間
、
平
成
12
年
に
「
癒
し

の
園
」
が
竣
工
し
、
医
療
、
保
健
、
福
祉
、

介
護
が
包
括
的
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
ほ
か
、
羽
越
水
害
の
教
訓
か
ら

推
進
し
て
き
た
国
直
轄
横
川
ダ
ム
が
平

成
20
年
に
竣
工
、
平
成
23
年
に
は
小
中

高
一
貫
教
育
の
環
境
整
備
を
図
る
た
め

の
新
小
国
小
学
校
の
構
想
を
ま
と
め
る

な
ど
、
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

元
小
国
町
森
林
組
合
代
表
理
事
組
合

長
の
山
口
英
彦
さ
ん
（
荒
沢
）
が
、
旭

日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
山
口

さ
ん
は
昭
和
47
年
に
小
国
町
北
部
森
林

組
合
（
同
年
小
国
町
森
林
組
合
に
合
併
）

の
職
員
と
な
っ
て
か
ら
平
成
27
年
ま
で
、

42
年
に
わ
た
り
林
業
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。
平
成
18
年
か
ら
９
年
間
は
、

代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
、
木
質
チ
ッ

プ
製
造
施
設
を
建
設
し
、
冬
期
間
の
雇

用
の
創
出
を
可
能
と
し
た
ほ
か
、
組
合

の
経
営
基
盤
の
強
化
、
間
伐
材
な
ど
の

木
材
利
用
の
促
進
を
図
り
、
時
代
を
見

据
え
た
事
業
展
開
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
27
年  

秋
の
叙
勲

◀�小国小学校
特設舞台で
古田歌舞伎
の公演

▶ 第13回 お ぐ に 鍋
まつりにて、ふる
さと大使山遊亭金
太郎師匠と

▼�町内外から200
人以上参加した
紅葉ジョギング
大会
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■職種と人員
　診療情報管理士１人 
■受験資格　
　昭和50年４月２日以降に生まれたかた

で診療情報管理士の資格を有するかた
■試験内容
　書類審査、作文試験、面接試験

町立病院職員を募集平成27年度採用
～募集人員を満たすまで募集を継続します～

■試験および採用日程
　＝12月中申込みの場合＝
　申込締切      12月28日㈪
　試験日　 １月12日㈫  頃
　採用日　 ３月１日㈫  頃
■その他　
　詳しくは町または町立病院のホーム

ページをご覧ください。■問合先　町立病院（☎６１－１１１１）へ

役場で申請する場合に持参する書類
①個人番号カード交付申請書
②通知カード
③住民基本台帳カード（お持ちのかたのみ）
④本人確認書類（Aのうち１点、またはBのうち２点必要です）
　A： 運転免許証、運転経歴証明書（H24.4.1以降交付のもの）、旅券、身体障害者手帳、精　   

神障害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書など
　B： 生活保護受給者証、健康保険の被保険者証、介護保険の被保険者証、医療受給者証、各

種年金証書、児童扶養手当証書など
⑤印鑑

■問合先　総務企画課行政管理室（☎６２－２１１２）へ

　通知カードと一緒に郵送された交付申請書と送付用封筒をご利用いただ
き、郵送で申請することもできますが、説明を受けながら役場で申請するこ
ともでき、顔写真の撮影も代行いたします。その際は以下の書類も一緒に
ご持参ください。

個人番号カード申請をお手伝いします！

マイナンバー通知カードが届いたら、どうしたらいいの？
 　平成28年１月から、社会保障・税・災害対策における各種手続において、本人確認
とともに、個人番号（マイナンバー）の記載・確認を求められることになります。また、
個人番号カードの交付を受ける際には通知カードの返却が必要となりますので、受け取
られた通知カードは大切に保管して下さい。
 　通知カードは紙のカードで、個人番号の他、住所、氏名、生年月日、性別等が記載
されており、透かし等の偽造防止技術も施されています。ただし、顔写真は記載されて
おらず、一般的な本人確認の手続きにおいて用いることはできません。番号確認にのみ
使えるカードですので、本人確認を同時に行うためには、別に運転免許証や旅券等の本
人確認書類が必要となります。
 　番号確認と本人確認を１枚で行いたい方は、個人番号カードが便利です。
　個人番号カードには、個人番号、住所、氏名、生年月日、性別の他、顔写真が記載さ
れることとなり、番号確認と本人確認が１枚で行えます。

※個人番号カードの交付は平成28年１月からです。
※詳しい申請方法は、広報おぐに10月号をご覧ください。
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　平成27年４月から「子ども・子育て支援制度」が始まり、新たに保育所を利用
するためには保育を必要とする事由に該当し、支給認定を受ける必要があります。

　　※保育を必要とする事由
　　　就労（フルタイム、パートタイム）、妊娠・出産、保護者の疾病・障がい、
　　　同居又は長期入院している親族の介護・看護、求職活動、就学等

　■対　　象　　平成28年４月から新たに保育所の利用を希望するかた
　■申  請  書　　12月１日㈫から健康福祉課、各保育園にて配布します。
　■申込期間　　平成27年12月７日㈪～14日㈪
　　　　　　　　平日18：30まで受付（土日祝日は休み）
　■申込場所　　健康福祉課
　　　　　　　　　受付時にその場で保護者のかたと面談し、保育を必要とする状況等
　　　　　　　　について確認させていただきます。
　■提出書類　　「支給認定申請兼利用申込書」及び必要書類
　　　　　　　　　※詳細は配布時に説明します。
　■そ  の  他　　健康福祉課に「保育所一覧」を備えていますので、施設希望の参考に
　　　　　　　　してください。

平成28年１月に「現況届」の提出について別途お知らせします。

中央児童室は、小学校に就学している留守家庭児童への支援として行うものです。

    ■対　　象　　 平成28年４月から中央児童室の利用を希望するかた
　　　　　　　　 　※今年度入所しているかたも新たに申込みが必要です
　■申  請  書　　　 　12月１日㈫から中央児童室、各保育園、小国小学校、健康福祉課に

て配布します。
　■申込期間　      平成27年12月７日㈪～14日㈪
　■申込場所　     健康福祉課
　■提出書類　     「小国町中央児童室入所申請書」及び必要書類
　■定　　員　    70名　※ 申込者が定員を超えた場合は、家庭で保育できない程度を判断す

るとともに、低学年を優先的に入所決定させていただきます。

■申込・問合先　健康福祉課（☎６１－１０００）へ

入所の手続き

支給認定の手続き

★現在入所しているお子さんについて

平成28年４月からの保育所・中央児童室の利用申し込みのお知らせ
保育児童・小学生をお持ちの保護者の皆さんへ

保 育 所

中 央 児 童 室

〔　　　　　　    　　  　　　   〕



2014.12広報おぐに
町職員の給与・人事行政の内容を　　　　お知らせします

　小国町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例
に基づき、職員数、給与、勤務条件等の状況について、
その概要をお知らせします。

扶 養 手 当
・配偶者　13,000円／月
・扶養親族１人につき6,500円（配偶者がない場合11,000円）
　（満16歳から22歳までの子につき5,000円加算）

住 居 手 当 ・借家　月額12,000円を超える家賃を支払っている職員に対し、
　　　　27,000円／月を限度に家賃に応じて支給

通 勤 手 当
通勤距離2.0㎞以上を対象に支給。
・交通機関等利用の場合　運賃等相当額　限度額55,000円／月
・自動車等利用の場合　距離数に応じて支給　2,500円～30,900円／月

期末勤勉手当

基準日（６月１日、12月１日）に在職する職員に支給。
　　　　　　　期末手当　　　勤勉手当
・ ６月期　　1.225月分　　   0.75月分
・12月期　　1.375月分　　   0.75月分
※３級以上の職員に対し、職務の級に応じて５％～15％の加算措置有り

時 間 外
勤 務 手 当

区 分 支 給 総 額 １人当たり平均支給額

25年度決算額 30,923千円 284千円

26年度決算額 42,988千円 467千円

退 職 手 当

月 額 期 末 手 当

給 料

町 長 810,000円 6 月 期　1.475月分

1 2 月 期　1.575月分

合 計　3.05月分

副 町 長 630,000円

教 育 長 560,000円

報 酬

議 長 310,000円 6 月 期　1.475月分

1 2 月 期　1.575月分

合 計　3.05月分

副 議 長 250,000円

議 員 235,000円

１週間の勤務時間
勤務時間の割り振り

週休日
始業時間 終業時間 休憩時間

38時間45分 ８：30 17：15 12：00～13：00 土曜日・日曜日

有給　年次有給休暇・病気休暇・特別休暇（結婚、出産、忌引き、夏季休暇、社会奉仕活動など）　
無給　介護休暇・組合休暇

■問合先　総務企画課行政管理室（☎ 62－2112）へ

■休暇制度の概要

■勤務時間（標準的なもの）

■特別職の報酬の状況

■職員手当の状況（一般職） （平成27年４月１日現在）

（各年度一般会計決算）

（平成27年４月１日現在）

（平成27年４月１日現在）

20.4450 月
29.1450 月
41.3250 月
49.5900 月

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

25.55625 月
34.58250 月
49.59000 月
49.59000 月

自己都合 勧奨・定年

※定年前早期退職者に対して 2％～ 45％の加算措置有り

※特別職の期末手当は、給料月額に 35％加算した
　ものに支給割合を乗じます。
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町職員の給与・人事行政の内容を　　　　お知らせします

男 女 合 計

一般行政職 ５人 １人 ６人

医 師 １人 ０人 １人

医療技術職 ０人 ２人 ２人

看 護 師 ０人 ３人 ３人

合 計 ６人 ６人 12人

一般行政職 税務職 医師職 医療技術職
看護

保健職
福祉職

（保育・介護）
企業職 技能労務職

その他
教育職

合計

26 年 度 94人 ７人 ４人 12人 41人 14人 ２人 ４人 １人 179人

27 年 度 89人 ６人 ４人 15人 44人 13人 ２人 ４人 １人 178人

増 減 －５人 －１人 ０人 ３人 ３人 －１人 ０人 ０人 ０人 －１人

男 女 合 計

定 年 退 職 ６人 ０人 ６人

勧 奨 退 職 １人 ０人 １人

普 通 退 職 ４人 ３人 ７人

合 計 11人 ３人 14人

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級

標 準 的 な 職 務 主事補・主事 主任 係長・主査 室長・補佐 主幹 課長

職 員 数 15人 24人 25人 12人 ３人 10人

構 成 比 16.8％ 27.0％ 28.1％ 13.5％ 3.4％ 11.2％

住 民 基 本 台 帳 人 口
( 平 成 2 7 年 ３ 月 末 ) 歳 出 総 額（A） 人 件 費 （ B ） 人 件 費 率（B ／ A） 25年 度 人 件 費 率

8,195人 6,180,197千円 878,479千円 14.2％ 11.3％

区 分 職 員 数（A）
給　　与　　費 一 人 当 た

り 給 与 費

（ B ／ A ）
給 料 職 員 手 当 期末勤勉手当 計 （ B ）

26年度 107人 397,980千円 72,812千円 139,240千円 610,032千円 5,701千円

27年度 106人 381,803千円 79,537千円 138,909千円 600,249千円 5,663千円

区 分
平成26年度 平成27年度

平 均 年 齢 平 均 経 験 年 数 平 均 給 料 月 額 平 均 年 齢 平 均 経 験 年 数 平 均 給 料 月 額

一 般 行 政 職 42.3歳 20.8年 305,500円 41.5歳 20.0年 302,100円

技 能 労 務 職 48.8歳 27.0年 280,900円 49.8歳 28.0年 285,100円

小国町 国

一般行政職
大学卒 174,200円 174,200円

高校卒 142,100円 142,100円

技能労務職 高校卒 139,500円 139,500円

24年度 25年度 26年度

小 国 町 98.8（91.3） 99.7（92.1） 93.1

県 内 町 村 平 均 103.9（96.0） 102.3（94.5） 96.8

全 国 町 村 平 均 103.3（95.5） 103.2（95.4） 95.6

■採用の状況 ■退職の状況

■職員数の状況

■一般行政職の級別職員数の状況

■人件費の状況

■職員給与費の状況

■平均給料月額・平均年齢

■初任給の状況 ■ラスパイレス指数の水準

（平成27年４月１日） （平成26年４月１日から平成27年３月31日）

（平成27年４月１日現在）

（平成27年４月１日現在）

（平成26年度一般会計決算）

（各年度一般会計当初予算）

（各年度４月１日現在）

（各年度４月１日現在）（平成27年４月１日現在）

※ ラスパイレス指数は、国家公務員の給与水準を100とした場合の給与水
準を示す指数です。（）内は、国家公務員の時限的な給与改定特例法に
よる措置が無いとした場合の参考値です。

※町長、副町長、教育長を除いた人数です。

13
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れる作品づくりとなりました。
　11月１日から３日まで町民総合体育館で開
催された作品展示会では、町民のかたが制作
した書画や生花、陶芸、俳句、押し花絵画、
パッチワーク、織物など、多岐に渡る作品約
450点が展示され、３日間で約350人が来場し
ました。同会場では茶席を楽しむこともでき、
多くの来場者が作品を眺めたり会話を弾ませ
たりと、ゆっくりとした時間を楽しんでいま
した。　
　また、11月３日は小国小学校体育館にて芸
能まつり、おぐに開発総合センターで民謡ま
つりが開催され、会場は多くの来場者で熱気
に包まれました。ハーモニカ演奏やバレエダ
ンス、詩吟、民謡、踊りなどが披露され、盛
大な拍手がおくられていました。

～白い森芸術祭～
心豊かな芸術の世界を楽しもう

　昨年まで行っていた町民文化祭を、今年は期間を大幅に延長
し、10月17日から11月23日までの38日間を白い森芸術祭として
開催しました。この間、町内各所でさまざまな展示会や公演、
コンサートが催されました。
　10月18日におぐに開発総合センターで開催された子ども芸術
体験は、子どもたちにアートの面白さを体感してもらおうと企
画されたもので、小学生とその保護者約20人が参加しました。
参加者は、特殊な染料が着いた紙で葉の形をハンカチに写す「山
の幸染め」や、カメラの性質を利用した「光で描く絵画」など、
４つの体験を楽しみました。自由な感覚と発想力で想像力あふ

　11月23日におぐに開発総合センターで開催された文化
講演会では、鶴岡市にあるレストラン「アル・ケッチァー
ノ」の奥田政行オーナーシェフが「食から始まる地域づ
くり」と題して講演し、約160人が来場しました。奥田シェ
フは、自らの人生を振り返りながら「料理人である自分
は、大地と人、人と人を結びつける役割であり、関わり
合う命や想いを料理で表現したい」という想いを語られ
ました。また、「この地域にしかない世界一を見つけるこ
と」が大切だとして、どこにも負けない地域資源を掘り
起こし、地域の、そこにしかない自然環境が創りだす可
能性の大きさに気付くことの重要性を話されました。

こども芸術体験「光で描く絵画」

文化講演会にて
「アル・ケッチァーノ」奥田政行氏

芸能まつり

作品展示会
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～黒沢峠敷石道保全修復～
歴史的景観を後世まで

　鮮やかな彩りを見せていた山も、葉が散ってし
まい、少し寂しい風景になってきました。
　今回、私は11月３日におぐに開発総合センター
で行われた白い森芸術祭民謡まつりに参加しま
した。午後６時からという遅い時間帯のイベント
でしたが、たくさんの方々に来ていただいて驚き
ました。民謡会ではこの日に合わせて一生懸命練
習を重ねてきましたので、皆さん気合を入れてス
テージに向かわれていました。
　演目は私の唄う小国音頭から始まりました。た
くさんの練習を重ねてきたのですが、やはり本番
では緊張しました。中盤では再びソロで小国音頭
を唄いました。会場の皆さんに手拍子をして会場
をさらに盛り上げていただいたので、とても嬉し
く感じました。
　指導してくださった民謡会の皆さん、そして
会場においでいただき応援してくださった皆さ
ん、本当にありがとうございました。

S e r i e s

7

「民謡まつりに参加して」

緑のふるさと協力隊　窪
く ぼ た

田　智
と も な り

成

　11月４日、黒沢峠で敷石道の保全修復活動が行
われ、基督教独立学園高等学校（山本精一校長）
の生徒12人が参加しました。これは、今年度越後
米沢街道・十三峠交流会（高橋純会長）がやまが
た社会貢献基金を活用し、降雨により土が流され
敷石が浮いたり、埋没、変形している箇所を保全
修復するために実施したものです。６月から実施
され、これまでに小国中学校生徒ボランティアな
ど９団体174人が参加しました。
　生徒たちは敷石の脇に土のうを並べながら、永
い年月の間に自然と融和した黒沢峠の石段の美し
さに触れていました。

　11月11日、一般社団法人日本道路建
設業協会東北支部（石井孝道支部長）
から道の駅「白い森おぐに」（駅長：舟
山栄二小国町商工会長）にAED（自動体
外式除細動器）１台が寄贈されました。
東北支部では、社会・環境貢献活動の
一環として、毎年東北地方の道の駅２
カ所に寄贈しており、当道の駅への設
置は県内で５カ所目になります。贈呈
式が行われた後、AEDは「ぶな茶屋」軽
食コーナーの物産直売所入り口横に設
置されました。

～ＡＥＤが寄贈されました～
助けよう、大切な命
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～ふるさと奨学ローン～
　ご子弟が大学や専門学校等を卒業後、山形県内
に就職した場合は、それ以降の利子に対して元金
３００万円を限度に、教育基金協会から年２．０％
の利子補給が受けられます。
■使いみち
　大学や専門学校等の学資金、住居・生活資金など
■融資金額　最高１,０００万円
■融資金利　年2.50％から3.65％
　　　　　　（固定金利・保証料込）
■融資期間　最長10年
～生活応援ローン～
　自動車購入や教育資金、リフォーム資金など、生
活資金全般にお使いいただけます。
■融資対象者
　会社や商店に１年以上お勤めのかたで、労働組合
がない、または職場に融資制度がないかた
■融資金額　１５０万円以内
■融資金利　年3.2％（固定金利・保証料込）

・ふるさと奨学ローン
・生活応援ローン　　　のご案内

＝申込・問合先＝
東北労働金庫小国支店（☎６２－４４５６）へ

　四季折々の風景など“ふるさとおぐ
に”をテーマとしたフォトコンテスト
の作品を募集しています。
■題　　材　
　　山岳や植物などの自然資源や史跡

など
■作品企画　
　　カラーで四ツ切り（ワイド版も

可）、A４サイズ
■応募締切　
　　平成28年１月31日㈰
　　※当日消印有効
■そ の 他  
　　詳細は町ホームページをご覧くだ

さい。
■応募・問合先　
　　産業振興課商工観光室
　　(62－2416)へ
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“白い森の国　ふるさとおぐに”
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今月の納税
　 　12月 の 税 金 等 の 口 座 振 替

は、次のとおりです。振替日の
前日まで、指定の口座に入金し
てください。

● 1 2 月 2 8 日 ㈪　水道料  
● 1 2 月 2 5 日 ㈮　
　固定資産税、国民健康保険税・
後期高齢者保険料
● １ 月 ４ 日 ㈪　
　介護保険料、下水道料 、簡易
水道料、住宅使用料、保育料、児
童福祉使用料
■問合先
　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０１５. １2

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　12月18日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成27年８月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　12月18日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成26年12月生まれ
　■１歳６ヵ月児健康診査
　・期　　日　12月11日㈮
　・受付時間　12：30～13：00
　 ・ 対　　象　平成26年４月、５月、
　　　　　　　  ６月生まれ
　■３歳児健康診査
　・期　　日　１月８日㈮
　・受付時間　12：30～13：00
　 ・  対　　象　平成24年５月、６月、
　　　　   　   ７月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他　母子健康手帳を持参く
　　　　　   ださい。
４．問合先　健康管理センター
                    （61－1000）へ

12 月の
保健カレンダー

   9日㈬17:00～19:00
18日㈮10:00～12:00　

shiroimori@town.oguni.yamagata.jp 

 0238(62)2611 【町長室専用】
　　　　　　※日程が変更になる場合は、
　　　　　　　アスモ掲示板でお知らせします。

＊子育て支援センターから＊

　下の表は11月18日現在でハローワークへ登録された求人のうち、
小国町をおもな就業先としている求人情報です。既に雇用が確定して
いる場合もありますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワーク長井（☎84－8609）へ。

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
☆町ホームページでは、求人情報のほか、職業訓練情報、仕事に関する相談・講
　習会などについてお知らせしています。ご活用ください。
　（町ホームページアドレス：http://www.town.oguni.yamagata.jp/）

♪あそびの広場♪
■日　時　12月１日、８日（子
　育て講座）、15日、22日
　午前９時30分～11時30分
■ 対象者　入園前のお子さん

とお家のかた

♪なかよし広場♪
■日　時　
　【毎週月曜日・木曜日】
　午前９時30分～11時30分
　午後１時～３時30分
　※第２、４木曜日の午後はお
　　休みとなります。
　【毎週火曜日】
　午後１時～３時30分
■対象者　入園前のお子さん
　とお家のかた

♪赤ちゃん広場♪
■ 日　時　12月10日、24日　

午後１時～３時30分
■ 対象者　生後４カ月から18

カ月のお子さんとお家のかた

事 業 所 名 職　　種 求人数 勤 務 時 間

日 本 重 化 学 工 業
㈱　 小 国 事 業 所

電子材料の製造スタッフ ４人 ８：15～17：15他

機械整備・修理スタッフ １人 ８：15～17：15

㈱ 小 国 タ ク シ ー
タクシー運転手

【１種免許のみでも相談可】
１人 ６：30～18：00他

特 定 非 営 利 活
動 （ N P O ） 法
人　 ま ん ま る

支援員【急募】 １人 ７：00～10：00他

安 部 工 業 ㈱

運転手 ２人 ８：00～17：00

現場監督員 ２人 ８：00～17：00

事務職 １人 ８：00～17：00

社 会 福 祉 法 人
小 国 福 祉 会

看護師
（ 常 勤 正 規 職 員 ） １人 ８：00 ～ 17：00他

アクサ　生命保険㈱
長 井 営 業 所

商工会議所・商工会共済・
福祉制度推進スタッフ ２人 ９：15～17：00

㈱ 金 十 商 店 (臨)レジ業務・
生鮮作業業務 ３人 ６：00～19：30間

の５時間程度
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ  ☎62－5808　●小玉川振興事務所  ☎64－2008　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200　●斎場夜間受付（17:00～21:00） ☎023－645－3077
●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●携帯電話向けサイト http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/

相　談
▽年金相談
■日　時　12月16日㈬
　　　　　10：30～14：00
■場　所　役場町民相談室
■対応者　米沢年金事務所職員
■申込み　事前に申込みが必要です。
■申込・問合先　町民税務課住民窓口担当へ

▽人権相談
■日　時　12月16日㈬
　　　　　10：00～12：00
■場　所　健康管理センター
■対応者　町人権擁護委員
■問合先　町民税務課住民窓口担当へ

■日　時　12月20日㈰午前９時～11時 
■対　象　小学生
■持ち物　室内シューズ、飲み物、タオルなど
■参加費　50円（保険料込み）
■申込締切　12月17日㈭午後９時まで

あいべイベント

■申込・問合先
（☎８７－００８０）

12 月の

町税の夜間および休日納税相談

【休日相談】
　12月５日㈯、６日㈰　９：00～17：00

【夜間相談】
　12月７日㈪～10日㈭　17：30～20：00
■問合先　町民税務課税政管理室へ

■受付内容　町県民税、固定資産税、軽自動車税、
国民健康保険税、介護保険料、後期高齢者医療
保険料の納付と納付に係る相談

休館日　毎週月曜日・祝日～新着図書～
◇福井モデル
◇スクラップ・アンド・ビルド
◇あっ！命の授業
◇感情的にならない本
◇老後破産

藤 吉 雅 春
羽 田 圭 介
ゴ ル ゴ 松 本
和 田 秀 樹
NHK スペシャル取材班

ここ掘れ和ん話ん探検隊
しめ飾りづくり教室

　わらや松葉など自然素材を使って、お正月
に家で飾れるしめ飾りを作ってみませんか？
■日　時　12月12日㈯ ９：30～12：00  
■場　所　おぐに開発総合センター  １階
■定　員　先着15名
■対　象　親子、一般
■参加費　１人500円（材料代・保険料込み）
■申込締切　12月８日㈫
■ 申込・問合先　NPO法人ここ掘れ和ん話ん探検隊

　　　　　　　（☎６２－５９５５）へ

 弁護士による
 住まいに関する無料法律相談
■日　時　12月17日㈭
　　　　　午後１時～午後４時
■場　所　置賜総合支庁西庁舎（長井
　　　　　市）102会議室
■その他　
　先着４人、１人40分程度で、事前の
お申込みが必要です。
■申込・問合先
　県営住宅等指定管理者
　㈱西王不動産置賜事務所
　（☎0238－24－2332）へ

　事前にご予約のうえ、ご相談ください。
必要に応じて弁護士など専門家に引き継
ぎます。相談は秘密厳守です。
■日　時　12月21日㈪
　　　　　10時～15時30分
■場　所　置賜総合支庁西庁舎（長井
　　　　　市）203会議室
■受付期間　12月18日㈮まで
　　　　　８時30分～16時30分
■予約・問合先　
　山形財務事務所理財課
　（☎023－641－5201）へ

「借金に関する相談会」
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●小国町役場 ☎62－2111㈹ fax62－5464
●行政管理室 ☎62－2112　
●国 保 医 療 担 当  ☎62－2261　
●農林振興室 ☎62－2408　　
●建設管理室 ☎62－2431　

　
●税政管理室 ☎62－2403　
●商工観光室 ☎62－2416　
●建設技術室 ☎62－2432

●住民窓口担当・町民生活担当  ☎62－2260
●会 計 室  ☎62－2406
●議会事務局  ☎62－2448

●政策企画室・地域振興室  ☎62－2264

年末年始の休館情報等について

入札結果情報（平成27年10月21日～平成27年11月20日実施） 単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

水 道 町 立 病 院 ご み
収 集

小国中継施設
（リレーセンター）

総合センター、
町民体育館、あいべ 温 水 プ ー ル

29日㈫ 清水設備
☎67-2127 休診 一部地区

のみ収集 通常どおり 休み 通常どおり

30日㈬ 山一住設㈱
☎61-0123 休診 休み 休み 休み 通常どおり

31日㈭ 小関住宅設備
☎62-5347 休診 休み 休み 休み 10：00～16：30

（最終受付16：00）

１月１日㈮ パイプライン
☎62-2461 休診 休み 休み 休み 休み

２日㈯ 津島屋電機店
☎62-2404 休診 休み 休み 休み 10：00～16：30

（最終受付16：00）

３日㈰ 設備佐藤
☎62-5606 休診 休み 休み 休み 10：00～16：30

（最終受付16：00）

問合先 地域整備課
建設管理室 町 立 病 院 町 民 税 務 課

町民生活担当

小国中継施設
（リレーセンター）

☎63-2251

総 合 セ ン タ ー、
町民体育館、あいべ

温 水 プ ー ル
☎62-4248

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

H27.10.27 平成27年度小国町水道事業針生水源地施設
電気及び機械設備工事 針生 H29.3.10 161,581,000 ㈱フソウ

東北支店 120,000,000

H27.11.9 平成27年度社会資本整備総合交付金事業
町道二本柳北線他下田沢川橋橋梁補修工事他１橋 西他 H28.3.25 31,844,000 遠藤建設㈱ 30,500,000

H27.11.9 平成27年度大石地区耐震性貯水槽40㎥型
整備工事 伊佐領 H28.1.15 6,931,000 ㈱船山工務店 6,850,000

H27.11.9 平成27年度小股地区耐震性貯水槽40㎥型
整備工事 小股 H28.1.15 7,037,000 ㈱アラマサ 7,000,000

H27.11.19 平成27年度町岩地区導水路落雪防止梁設置工事 町原 H28.1.22 2,578,000 斎藤建設㈱ 2,500,000

H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第１工区） 舟渡、五味沢外 H28.3.31 16,290,000 ㈱高橋工務店 16,200,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第２工区） 金目、貝少外 H28.3.31 10,439,000 ㈱船山工務店 10,300,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第３工区） 小渡、増岡外 H28.3.31 13,210,000 白洋社産業㈱ 13,200,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第４工区） 西、幸町外 H28.3.31 12,483,000 ㈱横川建設 12,200,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第５工区） 岩井沢、あけぼの外 H28.3.31 13,638,000 小国開発㈱ 13,500,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第６工区） 東原、伊佐領外 H28.3.31 15,515,000 安部工業㈱ 15,400,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第７工区） 叶水、大石沢外 H28.3.31 10,625,000 山和建設㈱ 10,500,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第８工区） 小玉川、樽口外 H28.3.31 12,655,000 玉川開発㈱ 12,400,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第９工区） 沼沢、白子沢外 H28.3.31 9,726,000 遠藤建設㈱ 9,700,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第10工区） 癒しの園 H28.3.31 4,257,000 斎藤建設㈱ 4,200,000
H27.11.19 町道除排雪作業業務委託（第11工区） なごみ団地 H28.3.31 4,356,000 大和建設運輸㈱ 4,300,000
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今
年
は
１
月
か
ら
連

続
し
て
毎
月
台
風
が
発

生
し
て
お
り
、
こ
れ
は

な
ん
と
50
年
ぶ
り
の
現

象
な
の
だ
そ
う
で
す
。

南
の
海
の
水
が
例
年
よ

り
暖
か
い
こ
と
が
原
因

で
、
暖
冬
に
な
る
だ
ろ

う
と
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
暖
冬
に
な
る
の
な
ら
雪

の
量
も
少
な
く
な
っ
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
す
が
、か
え
っ

て
水
分
を
多
く
含
む
重
た
い

雪
が
大
量
に
降
る
と
い
う
の

が
豪
雪
地
の
悲
し
い
と
こ
ろ

で
す
。
人
に
も
除
雪
機
に
も

や
さ
し
く
、
サ
ラ
ッ
と
軽
い

雪
が
降
っ
て
ほ
し
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
い
つ
も
の
よ
う

に
寒
い
冬
が
来
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。
皆
さ
ま
、
雪
対
策

を
万
全
に
し
て
、
快
適
な
冬

を
迎
え
て
く
だ
さ
い
。（
蛯
原
）

編集後記

　小関清子さんが昭和38年にお嫁に来た当時
は、どこの家でも大量の大根を干していたそうで
す。大根の干し方と保存方法を教わりました。

「当時は100本くらい干していた。今のように食
べ物がいつでも手に入るわけではないから、たく
さん干したし、様々な漬け方をした。干さずにた
だ塩に漬けておいても20日くらいで同じように
し

・ ・ ・ ・ ・

なっこくはなるけれど、やっぱり干して天日に
当たった大根の方が美味しい。家の南側で風通し
の良いところに下げて、20日くらい経って大根
が曲がってきたら、ちょうど漬物にする頃合い。
昔、いろりで火を焚いた頃は、そこで干すと早く
干せたし、煙の香りが付いて、それも風味になっ
て良いものだった。冬の早いうちに食べるもの
は、酢と砂糖、塩で漬ける。これなら２～３日で
食べられるようになる。正月頃に食べるものは塩
を少し多くして、３月頃の暖かくなってから食べ
るものは塩をしっかり入れて保存する」

大根干し・漬物
小関  清子 さん

増岡在住

おぐにの
　手仕事
シリーズ⑧

戸籍のまど戸籍のまど
（ 10 月 届 出 分 ）

舟 山

齋 藤

嶋 貫

木 村

河 内

栗 田

伊 藤

諏 訪

中 澤

玉 川 中 里

岩 井 沢

兵 庫 舘

大 宮

尻 無 沢

尻 無 沢
小 国 小 坂 町

緑 町

岩 井 沢

ユ キ イ

は る 子

ま さ

三 雄

ま さ 子

正 一

紀 子

つ る

美 子

（79）

（83）

（91）

（93）

（82）

（88）

（56）

（88）

（85）

誕生おめでとうございます。

結婚おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（平成27年10月31日現在）

人口　男・・・3,995 人 （－   3）
　　　女・・・4,148 人 （－ 13） 
　　　計・・・8,143 人 （－ 16）
世帯数　　    3,114 世帯  （－ 12）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

岩 井 沢
古 田

裕 貴
千 春

朝 妻
木 村

岩 井 沢
川 西 町

貴 広
依 久 美（ 今

平

岩 井 沢 千
せん

髙 野

舟 渡 正 博
知 華（和 田

寛 人
香 子（

和
わ 　 く

久

小 国 町 彩
あ や の

乃木 村 徹
さ く ら（

緑 町 綸
り ん こ

子藤 川 孝
祐 子（

叶 水 椛
はな

伊 藤 大 二 郎
紗 希（

兵 庫 舘 怜
り ょ う が

我平 田 圭 太
か お り（

町 原 綾
あ や か

夏渡 部 淳
広 美（

松 崎 晴
はる

仁 科 駿 平
茜（

（

①大根は湾曲している内側を下にする。手
前の紐を奥の紐の後ろに回して右側に。

②右に回した紐で輪を作り、大根の先を通
す。

③輪にした紐を中心に寄せ、ゆるみのない
ように締める。

①～③の繰り返しで、８本ほど（重すぎな
い程度）を連ねる。

① ③②


